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1 9 9 7年度の活動を振り返って

市民生活のiJ!興がE期化する ことが明らかになってきていますが、史料ネットのI舌動にもそれ
は反映し、史料等についての相談や問い合わせは、 3年目にあたる今年度も続いています疇これ

に対応する一方で今年殿は． 1年目 ・2年 目に救出しセンター等に山積みになっている史料の事

後処鎧（移管交渉や仮箆埋）を．本格的に始めました． しかしいずれも年度内には決対せず．来

年度への片ち越しとなります．古苔市場への史料流出問坦への取り組みは、おそらく歴史学会と

しては初めてですが、潤査報告会での自治体相互の意見交流が、史料散逸防止に向けた追携の社

になることを望みます．

堺減文化財問題では．昨年度から始めた．遺蹄を訪れ潤査貝と交流する見学会の縫続と共に．

街づくりとの関係で遺舒や歴史を学びたいという住民とタイアップした学習会が始まりました．

ネットの活動の中から生まれた．聞き取り研究会や市民の古文苔学習会なども頑張っています．

地域遺産の保存 ・活用に向けての新しい芽であり・今後も取り組みを拡げていきたいと思います．

製災記は保存は今年度さらに．関係浸関・団体への働きかけを強めてきました．問週は多々あ

るものの、収集 ・記臥に向けた体胡が、少しずつ出来つつあります．またこの 1月に、兵原県が

文苔姐撻能も偏えた歴史汽料館を兵庫津に造る携思を発表しました．詳屈は不明ですが．昨年9

月に成功した市民講座など、これまでの取り組みの積み重ねが反映するよう努力するつもりです．

総括作業は．今年度中に総括集（稿＊）の編集を終了する予定でしたが．やや予定が遅れてい

ます．歴史研究の立出から震災 ・文化財保存 ・市民意氣の検証を目指す科研プロジェクトも始ま

り．来年度は総括作業も山均を迎えそうです．

現在、来年炭以1屯の活動や体制について横論中です．説者からも積極的な発百を期待していま

す。 （事務局兵 涵Ill明良）

■ "News Letter’'郵 送購読受付のお知らせ
*＇’ヽ'cws1,eI lcr"の1998年度邦送眼説巾込みを受け付けています．年1nl(4号分）送料5001'!.
ご希望の方は｀史料ネット11"分局までお1iJし込みください．

史料ネッ ト活動 支 援募金 （郵便振替）

名投 阪神大復災対磁屈史牛会連絡会 El庄爵刃 0 109 0 - 7-2~00\) 
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被災史料の鼓環、活用

被災史料の整理と店川のプロジェクトは．り1

き続き各地で追行9Pです．

前回もお知らせした191石の田中源左衛門家文

内の整理作笑は”3回を．また尼崎戦後史聞き
収り研究会による「尼崎公‘出也打 ・家族の会J

只料の整覆作業は第 4回をそれぞれ終えており、

今後も縦続予定です．

新たに保全協力炭訊のあった神戸市北区追出

町i!l!合自治会所五文苫については．神戸女子大
大学院生の手によって、投理 ・目紐化作業が実

施されました．

また．保全された史料を活用し、内容を広く

知らせていく取り組みも．徐々にではあります

が、始まっています．神戸大学に仮保符されて

いる神戸市東灘区森 ・藷本家文書について、笠

理作業に参加している中子裕子氏による史料紹

介「摂津国兎脱邸森村藤本家文苔について一近

世水利史料の紹介ー」が、．『歴史と神戸』第37

巻第 1号（通巻206号．1998年 2月）に掲戟され

ました．

今回は．これらのうち．田中森左衛門家文書

および道場町連合自治会所祓文書の整理にち加

したメンバーによる参加記を紹介します．

（文賣・辻川敦）

史料整理参加記①

田中家史料整理に参加して

河野未央（神戸大学3回生）

私が田中源左衛門家文笞の謂査に参加するの

は、今回の 2月28日の作業で 2回目になります．

謂査の内容は．史料整埋と目給づくりです．朗

からはじめて．途中昼食をとったり休憩を入れ

たりしながら．それでも夕方5峙までみっちり

とやるというハー ドスケジュール（？）の中．

和気あいあいと調査は進みました．

田中家文苔は、近世から近現代のものが中心

です．私は近現代の史料を中心に氾当し、前回

の瀾在では教科苔や実用苔などの祖筍一般を王

に取り扱ったのですが、今回はアルパムや葬盤

などの日川雑貨から祖間にいたるまで様々なも

のを汲いました． ＇ドでも． J奮のものかというこ

とまでは特定できませんでしたが、昭和IJJJOIに
付けられたり引KIll9X日北lは、 当時の紅填管
理のあり方やI汲子が分かり．大変糾味深いもの

でした．

生の史料に触れることは貨頂な経験であり．

今後も試査には参加していきたいと思っていま

す．

田中家文書聾嗜の第 4回は． 4月11日（土）
に実施する予定です．参加希認者は、史料
ネットセンター (TEL078-881-1212.内ぬ
1079)までお問い合わせください．

-¢-e-e-c-e-e-e-
史料整理参加記②

道場町地方文むの整理
松井利可子 （神戸女子大学大学院）

神戸市北区の道場11f（旧塩田村ほか）の自治

会より、史料ネットに文書整理の依頼があり、

神戸女子大学の院生が、2月IS、19、23~2S日

に、文書の整埋 ・目氏作りを行った．これより

前に．文啓整理の事前作業として．塩田村の郷

根による村高の変遷などを絨ぺておいた．

I 8日に．神戸大学の坂江渉氏によって、文得

が大学へ運び込まれた．文書は一つのダンポー

ル箱に詰め込まれており、整理をするためにま

ず目録を作成した．作業は神戸女子大学の今井

修平先生の指導のもと、文苔を題目別に分類し

て帯封をしたあとで、記乱をとった．

目録は初日でだいたい作成できたが．文嘗の

内容を餃んでいくようにとの今井先生の言葉に

より． 4日IIりかけて文苔を読む作業をしていっ

た．文紆は江戸時代末期から明治時代にかけて

のものであり、 この文む群の中からりt'/Pl冥用
根J r目安控帳 J笞を解説の対象として取り上
げた．前者は村人の年貝店などを記したもので．

村内の権力の変遷が明らかになる．後者は紐判

の記保で．村内の生活を明らかにする資料のひ

とつであった．

今回は9.？InIと参加人数の関係で．資料を説み
上げるだけに終わってしまったが、今回の経験

を今後に生かせるようにしていさたい．
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史料整涅参加記③

文告整理を終えて
谷田有香里（神戸女子大学大学院）

今回、道俎町の文貸整理、目駄化という作業

に疹加しましたが．参加メンバーは私も含めて

初心者ぞろい．右も左もわからない状蛯から始

めた作業ですが、なんとか形にすることができ

ました．

災物の文書に触れ．それを読むというのは、

研究している時代や分野においてそれぞれ異な

ることとは思いますが．そう多く機会が得られ

るものではないと思います．すでにマイクロフ

ィルムに収められたものなどはよく伍用します

が、実物の文沿を読むとなると．内容やむき手

の筆蹄はもちろん．紙質やllll子の束ね方に至る

まで目の当たりにすることができ、それにより、

文9Fを読むという作業が過去の事柄を知るため

の一つの手段と してだけでなく ．その当時の人

々の生活に触れるという感党を私たちに与えて

くれるものなのだと、より一屈感じることがで

きました．

また．実分）の文苔を説む桟会があったとして

も、目録化されたものの中から各々の研究に関

係するものをビックアップして・・•という場合し

か経段したことがない私たちとしては、ゼロの

状謡から文杓を整理し．目ほ化していくという

作業はたいへんではありましたが、それを終え

たことにより、参加したメンパーそれぞれが経

験と自信を存む良い機会を得たと思います．

埋蔵 文 化財 ブ ロジェクト

く［武靡庄遺跡を考えるJ学習会0開催〉
～はじめに～

1998年2月218（土）午後 1時30分～ 5時、

尼崎市女性センター ・トレピエにおいて、 r武
庫庄遺邸を考えるJ学習会がフェニックス ・ス

テーション羅波の主催により行われた．史料ネ

ットも共催という形で協力し、参加致が50名を

こえるほどの盛況柄りで．国内伍大級の柱跨が

出土した武庫圧遺蹄に対する尼崎市民の関心の

狂さを示しているものと言えよう．

当日は、まず長山雅ー氏（流通科学大学）によ

り f弥生時代のクニと武庫庄遺跡Jと題する報

告がなされ、武庫圧遺粉自体の解説に留まらず、

弥生時代における武庫庄遺跡の歴史的位四づけ

にまで話は及び、当地の持つ地域的箆要性をク

リアに示された．続いて尼崎市文化財双滋庫の

岡田務氏が、武庫圧逍跡の発掘の様子をスライ

ドで解説された。大型柱列の写其が映し出され

るたびに参加者は、ありし日の大型述物に各

々想いを馳せていたことと思う．構演の後には

討論がおこなわれ、フロアからの活発な質問と

共に、有益な提案もあり、会は全体として成功

裡に終わったと思われる．

私自打はこの勉強会の前説として．古代を中

心とした武庫地区の歴史的由緒を．文献史学の

立凸からごく簡単に紹介させていただいた．し

かし、私の話ばあくまでも古代史における脂

史的意穀の問題に過ぎず、当地の現代的意義の

訊泊にまで直結させることが出来なかった．こ

れは．ひとえに私自身の力旦不足によるもので

はあるが、 一方で一筋絹には行かない問題をは

らんでいるためでもある．

この種の勉強会において、・紺興峙の街づくり

との関連が不町との批判がよく見受けられる．

その要因としては、遺跡が持つ歴史研究者にと

っての「学問的llfi佳Jと、現実にそこで生活し
ている地域住民にとっての「地域的伍偵」との

ギャップが横たわっているこ とがある。その点．

今回の勉強会では携師とフロアの住民の方々と

のIIりで、その溝を埋めていこうとする雰11l1気が

感じられた．以下では、講演後の討論で出され

た論点に敷行し．当8時間的制約により伝えき

れなかった点を補足する形で参加記にかえたい．

～史料保存と埋文保存～

私が今まで、史料の紋出 ・保存という形で史

料ネットに関わってきたこともあり．埋文保存

の問題についての認毀はあまりなかった。しか

し、今回の勉強会を機に災災復興という極限状

危にも耐えうが遺跡保存の論理．について、改

めて考えさせられた．街並みといえば、 ll!物な
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どの外1i!1のみを想定しがちだが、実は地下の遺

踏も含めることも重要である．

～保存這勤の主役としての市民～

討論の中で一爵興味深かったのが、従来型の

遺跡保存1こみられるトップダウン方式からの離

脱に関する具体的な方法が、いくつか提示され

たことである．例えば、武庫庄遺跡なき後の周

知の仕方や、はたまたナショナル トラスト運動

までも論んじられた．このことは、行政の保存

の仕方に対して受け牙的に対応するだけではな

＜ ` 研究者や地域住民が一体となり逆に行政に
提案していく主体としての市民による勁きとい

う、新しい保存運動のあり方を示唆しているよ

うに思われた．

従来から r市民と研究者の歴史認況のズレJ
がよく指惰されている．しかし、本当の問題は

むしろ市民間の歴史認微のズレにあるのではな

いか．当日も、武瓶圧追舒の大型柱称の関ほill;

謂査が、畑の存在により不可能である旨の説明

があったが、地権者の利害に関わる均合．遺跡

の保存どころか潤査も困煤であるという点に象

徴されていよう。当然の軍ながら、市民の中に

あっても歴史認諏や利害関係が同じではない、

という点にこそ遺跡保存の困雌さがあるのでは

ないか．

当8参加された方々は市民の中でも歴史意汲

の高い方が多かったであろう．今後は一部の

r市民運動」から本当の意味での市民運動にま
で転化させていくためにも． 「経済」を中心に

おく街づくりから f人Jと「文化Jを中心に据

えた街づくりに、一人一人の市民が主体的に参

加していくことが求められると思われる．その

点でも市民の果たす役割は大きい．しかしなが

ら被災地域の逍精保存をとりまく厳しい環税に

もかかわらず、尼崎市民における歴史意識の高

さに、私自gは明るい見通しを感じた．
～誰のための、何のための保存なのか～

住宅確保でilt足りるとする発想だけでは．人

間は生きてゆけないことは「仮説住宅での老人

の1l11独死Jの例を出すまでもなく明らかであろ

ぅ．今各地で起きている教育問坦を機に、地域

社会の空洞化の問題点が取り挙げられているが．

コミュニティーからの［人Jや r文化」の欠如
がもたらす問題に、人々はようやく気付きはじ

めた．

私はその意味でも、フェニックス ・ステーシ

ョンの話勁1こ数意を及したい．辺跡保存のIUll'Ji
も．このコミュニティ ーの形成に密接に関述す

る．もちろん．這跡は8本の文化全体の問題で

あることはいうまでもないが、第一設的にはそ

の出の地域住民のfllJ迫である． il!粒は木米、地
域住民に紐遠いものではない． 「人Jや「文

化Jを中心に枢えたライフスタイルの転換も含

めて私逹市民にかせられた諜題は大きい．

文化財保存という「理念Jと復興という 「現

英Jの狭間で、文字どおり播れたのが、武庫庄

辺跡であった． n翌念Jは「現実Jの前1:r敗
北Jという形を取ってこの「対立J関係は終結

した。しかし．遺跡保存と復糾は本当に対立す

るものなのであろうか．両者を対立関係に）nぃ
てしまった背只には、 8頃より学間が地域＝8

常に密竹しておらず．追蹄保存の兵の意穀につ

いて地域住民からの同意が得られていなかった

ことにつきるだろう．保存運動にみられる厳し

い現災を象徴した「記念碑Jとして武庫庄遺跡

を位図づけ．後世に話り僻ぐ必要が我々にはあ

るのではないか．ロマンティシズム的保存巡勁

ではなく．現実との緊張関保の中で保存を考え

る姿勢を私自身も持ち続けたい．

いずれにせよ今回のような． 9民J. r,;r」、
「学」が一体となり (r産Jの協力も不可欠だ

が）討論し続ける坦を持てたことは、何にも増し

て1I意雑なことであった．今後も市民レベルの
運動を後押しし、史料ネットが文字どおりその

ネットワークの結節点の一つとして機能するこ

とが一府求められていくであろう．

（文賣 • 松下正和）

「武廊庄遺跡を考える」学習会

参加者の感想文から

（掲破にあたって郎分的に編集している場合が

あります）

■古谷英一さん
実家が伊丹市にあり ，翔にある尼碕市にとて

も訊味があったので、全国に知れわたった武庫

圧迫跡について講演会があるということで来鯰

しました。内容は．素人にも大変わかりやすい

百菜で話されていたので｀のみこみやすかった

です．ただ．伊丹市内の遺跡との関連性が．ぁ

まりよくわかりませんでした．
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今後も．このようなlilf;(会を定期的に行って

ほしいと思います（新間への臼知希fi'!).

●西松弘景さん

この遺跨のすぐ近くに住みながら．現地絨査

の時も知らず、後日その存在を知った時にはす

でに大きな建物が建ち並び、遺跡の存在を息い

出させるものは何もない。残念に恩っていたと

ころ ．今回このllll:liに参加させていただいて ．
おおよそのことがわかり感判します．

この辺蹄ば以前からその存在が知られてい

たが．そこで現在生活する者の生活が優先し大

規棋なa査も出来ず．折ffiのチャンスも須災復
閥という誰も無視しがたい方針の前に充分な調

査も11i来ずじまいで．本来ならば三内丸山遺蹄

に比ぺても劣らぬかも知れないものが｀すぺて

人工的建造物の下に埋もれてしまったことは誠

に残念．まさに全戟全敗の感あり．

伐爪な文化歴史遺産ですから、引き続き機会

あるごとに全体謂査を継続するように心がけて

いただきたい．また、市内にある他の遺蹄 ・古

lnについても勉強したい．

●石坂勉さん

武hlUE追跡の地域性と時代性がよく理解でき

た．但し、 1ll能遺蹄が猜名川流域の拠点集落で

あるのに対し、武庫庄追蹄は武庫）1i流域の拠点

巣怜．である．従って、宰塚から三田にかけての

後廿地との交流があったであろう．Hl能と武庫

庄との1111では、)IIを使い一旦洵に出て、また）II

をさかのぼって目的地に行っ たと思われる．む

しろ住吉を中心として．それぞれ田能 ・試原庄

と結ばれていたのではないだろうか．

他の選榜についても学習会を して欲しい．

< f猪名庄遺跡を学ぶ会j第2回学習会R開催＞
去る 3月14日の午後 3時～ 5時． 「猪名庄il'I

蹄を学ぶ会J;fl 2回学習会が．尼崎市澗iエ公民

館において開催された．今回の学習会も30人近

くの参加行があり 、地域の人たちの猪名圧に対

するll!l心の深さがうかがえた．

当日のスケジュールはりn名'.E9会図の概灰と
現地比定」と俎した宮山大学の鈴木且二氏によ

る前半 1時1111の講演と、後半の現地見学会の二

郎構成で進められた．

構浜で、鈴木氏はまず荘園絵図について説き

起こされ．越中 ・越前といった北陸地方のもの

に偽在しているという荘園絵図の残存状況のな

か｀猪名庄につ いては現在まで給図が伝えられ．

古代の地域の様子を具体的に知る ことのできる

希有な例であることを述ぺられた．次に、松図

に表された場所が現在のどこにあたるのかとい

う現地比定の問題については、現段陪では大き

く新1日2つに舷訳が分かれているとされ、そう

した中で、奈良期の紅庫跡および「西庄Jと読

める屋術：K描が発掘された現出が、新解釈では
ちょうど何らかの社1l11管理事務所を示すと思わ

れる地図上の記号の地点と一致することを紹介

された．これをIUIいて．会出からはどよめきが

おこった．

しかし鈴木氏は、地図を丹念に見比べるとい

う、いわば鳶（点ともいえる手法を提起され、給

図に描かれた道 ・溝等と瞭前までの地図上の地

割りを対比させた出合．遺跡の発腿によって色

あせたかにみえる他方の解釈にも．検討の余地

が残されているのではないかとされた．そして．

わずかな偵斜や這なりを日常実感して いる当地

の人こそ、深い地図の読み込みが可能なのでは

ないか、と締めくくられた．

＊誌前号でも報告されているよう に、この

「猪名庄遺跡を学ぶ会Jの第 llilll'汎会につい
て参加者から、携涼時間が長く内容も若干専門

的であったとの指摘がよせられていたが、今回

は93989も IP,?1111に設定され、内容に関しても荘

園絵図をはじめ多くの地図を只料として添付さ

れるなど、几体的かつコンバクトなものであっ

た．Il11回の指憤を防まえた学'l'I会であつた‘と

訂えるのではないだろうか．

また、 ,~1回は地元淵江からの参加行が少なめ

だったそうだが、会終了後の世話役の方々のお

話によると、今回は地元の方々が多かったとの

ことである．地元の人々が、その時々において

本当に何を求めているのか、 一方史料ネットは

どのような形で協力できるのかが．今後とも「II

われていかなければならないだろう．

（文賣 ・栗山圭子）
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「猪名庄遣跡を学ぶ会」

参加者の感想文から

（掲載にあたって1l¥1分的に編集している出合が

あります）

■西田博利さん
荘園松図について、もっと残っていると思っ

ていたので驚きました．以前西llil街道を歩いた
経験から、四旧での古道を少し古老に間いてみ

ましたが、1目兒されていない地方でもせの道は

消えているし．農地の改苔事業で全く古いこと

が梢えてしまっていて、今回の構義の場所など

は開発されてどうにもならなくなっているので

は． 9991じ以前の研究は一大び業という気がしま

す．まだ古代の古墳などの方が取り扱い品いか

も．

柘名庄遺跡についての学習会が開かれている

ことを知って、発限に伴う説明会には2回とも

参加していて興味がありました．特に要望はあ

りませんが、絞けてほしいと思います．

●伴栞子さん

古代地図を現在におきかえて見る面EIさを知

りました．謎は謎として、それを探求していく

一つ一つの作業の紐介に快感を感じました．そ

れ故に、その快感の集成として、絵図の現地比

定などの結果がピッタリ合った時の嬉しさを想

像しています．

■襲村孝幸さん
博物館等で見る絵図の統み方，見方を、少し

づつ理解することができま した．また，講庄で

学んだ内容と、我々の生活を結びつけていきた

いと思います．今後も，生活に根ざしたテーマ

の学習会をお即いします．

震災記録 の 保 存 に関 連 し て

- 2 つの研 究 全 0つ 四 血 ー

*＇'ニュ ースレター"IIfr句では、各自泊体の

俎災記録集の発行と仮設住宅での聞き取りにつ

いてお伝えしましたが．今回は、この2月に行

われた 2つの展災記以 ・只料保存に関する研究

会についてお知らせします．

2月6日（金）午後 6時～9時、神戸市中央

区の兵取県霞且会館において、 震災記註を残す

ライプラリ アンネットワーク主催により r第 6
回霙災記誌情報交流会Jが開かれました。ライ

プラリアンネッ トは、披災地で復災只料の保存

に取り糾んでいる団体や慢関の有志によるグル

ープで、復災沢料保存に関する情報の共有を目

指すネットワークです．今回の研究会には） 7 

の団体 ・桟関から3t2 2人が参加しました．

約 9か月ぷりに1l11かれたということもあり、

各団体 ・攪l月の現状報出が中心でした。討論で

は予i1の削汲や．担当者の然意によって支えら
れている現在の頌災伍料保存の現状が開られま

した．

一方、東京大学生朕技術研究所KOBEneIの山崎

文雄氏によると、兵庫県三木市で地筏防災ポラ

ンティアセンクー（科学技術庁）が発足するな

ど．復災関連の巨大プロジェク トも立ち上がっ

ているとのこと．またこの日は．新たに発足し

た（財）阪神・淡路大震災記念協会（国 ・県 ・

神戸市などの出資〉からも参加者があり、これ

らの祖災1関述祁業のコンセプトを、どれだけ共

通のものとして根付かせることができるかとい

うことも、謀題の一つだと感じました．

いずれにせよ今回は現状報告にとどまったた

め．今後述絡をより緊密に行う必要が躙認され

ました．

また 2月19日（木）午後2時30分～5時には、

2 1世紀ひょうご創追協会主催の 「第 1回震災

記餞収集保存研究会」が、兵庫県民会印内の同

協会において開かれました．この研究会には、

史料ネット関係者として．桃山学院大学の芝村

窟樹氏ネット代表幹事の災村弘、ポランティ

アの寺田らが参加しました．

この研究会では、まず同凶会の沢料収巣活動

に関して、図内の収集方法と．神戸 ・尼鯰など

での辺鎚所 ・仮設住宅の只料収集の進捗状況1：：
ついての報出が行われました．つづく討泊では、

沢料収集の方法に関する議論が交わされ｀沢科

を集める既には．聞き取りや収集したmの状況
を記ほ化することが必灰である点や、1r,（集・保
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存に関するモデルケースをつくる必要などが船

認されました．

また．阿協会の俎災沢料収巣事業を引き笛ぐ

（財）阪神 ・淡路大俎災記念は会からは．俎災

沢料に関する研究を行っていきたいとの兒百が

ありました．

2つの研究会を通して．祖災資料の収集にOO

しては、現在様々 な形の政り組みがあるものの、

11J互の連携や情報の共打は必ずしも十分に行わ

れていないことが．ますますあきらかになって

きました。史料ネットとしては．今後は被災地

でのさらなるネットワーク化が必咬である と考

えています． （文資・寺田匡宏）

史料保存遠動史”

皿 S 料学運勁史学涵全

前号でもお知らせしたとおり ，科学研究［被

災史料保全活動からみた屈市社会の歴史意戦に

関する研究Jの一困として．史料ネットの歴史

的位辺づけを考えるためにJIii始された学苦会の

開催経過と絹論の一部を紹介します．第4回ま

での慨要は以下の通り．

□第 1回 (I997. II. I 3大阪市立大学文化交流
センター 参加者13名）

戟埃史科保存運動史を学ぶ視点についてーロ

民的歴史学運動をめぐる若干の論点ー

報告者 ：佐賀朝

Tex I :石母田正 r「国民のための歴史学」お

ぽえがきJ (1960年、著作集14荘）

□第 2回 (1997.12.18梅田東生涯学習ルーム
参加者12名）

月の輪古墳発掘運動をめぐって

報告者：広畑元ー氏

TCII ：吉田品頃の蛤古墳と現代歴史学」

(I 984年．同『現代と古代史学』）

□第 3回 (I998. I. 29梅田束生涯学習ルーム
参加者II名l

平城宮跡 ・区原宮筋保存運動について

報缶者：岡島永已氏

reXI ；鈴木良 ・牧田りゑ子「奈良県における

文化財保存の問題点と保存運勁J (1970年．

rジュリスト培刊総合・l.'集4開発と保全I)
座談会「文化財保存運動の発展J (1991年、

r日本史研究』 351号）
□第 4回 (I998. 2. 26梅田束生程学習ルーム
参加者S名）

難波宮窃保存運動をめくって

報告者 ：橘＊孝成氏

年， 『羅波宮と日本古代国家J)

黒田俊雄 r証言J (1978年、 『薙波宮跡の保
存と裁判』）

学習会では、戦後の歴史科学運勁の第一歩と

も口える「国民的歴史学運動Jについての検討

から出発し．月の綸古墳発趾運動について学ん

だのをきっかけに．ひとまず埋蔵文化財を中心

とした保存運動の汝れについて学翌 してきまし

た．阻回の議諭が十分深まったとはいえません

が、いくつか浮かんできた論点を、担当名なり

の理解に基づいて紹介します．

まず、国民的歴史学運勁についてはり月実と

の生きた連関の中に身を囮く こと」によって歴

史学を鍛え上げよ うとした精神（吉田1i1，氏のい

ぅ r歴史的耕神J)の爪要性の一方で、現実の
国民的課題と科学としての学問との間の複遣微

妙な緊張関係の中にある困羅さや、そこから

f実用主毅」の問題が生じた こと を学ぶと とも

に、運勁の中からあげられた成果を歴史学のそ

れと してだけでなく ．多様な文化運動の試みと

しても評価すぺきこと、サークルを通じた学翌

括勁を社会全体における扁史敦行の中に位尉づ

けてその独自の役割と隕界を見極める必要があ

ることなど、多様な諭点がテキストから説みと

れました．

TeXI ：島田暁 r難波宮踏の保存運勁J (1911 

これらの点は詳細は省きますが、史料ネット

の活動の中で経験された様々 な問題とも絡み合

うもので、いくつもの重要な論点を示唆してく

れたように思われます．ただ石母田氏が運動の

挫折の原因を「経験主義」を克服できなかった

ことあるいは 「科学運動としての理的の不

足Jに求めた点については、我々は結局のとこ

ろ経験に立脚 してしか出発できないのではない
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か、という疑lBIも出されました．また．運動を

歴史的に評（西しようとすれば．当時の運動の担

い手や組織のされ方などについて具体的に検討

する必要があるのではないか、との意見も出さ

れました．

つぎに、月の綸古頃の発阻運動については．

吉田品氏が、 1ll1民的歴史学運動全体が持った

「歴史的精神Jを高く評伍しつつも、月の輪と

それ以外の取り組みを比餃して前者を高く評価

していることをめぐって議諭になりました． そ

の中で．吉田氏が重視する当時の研究課題との

向き合い方の違いのほか、各店動を中心的に担

った研究者の性格・カgの違いや、埋文の発固
活動とそれ以外の学習 ・行及活勁との作業形鯰

の柑述などが．固者の成果の賃的な位を考える

論点として浮かび上がりました．他方、月の輪

古jJ1での活動経験がのちの考古学研究会の組様
へと兒展していく、という点も注目されます．

国民的歴史学運動で培われた「歴史的精神J

は．その後の歴史学に様々な形で受け継がれた

と言えそうですが、その点を埋文を中心とした

保存運動の展開に即して跨づけてみよう．とい

う学習の方向が生まれました．

そこで第3回、第4回の学習会では、戦後の

文化財保存運動の中で大きな意味を持ったと思

われる、平城宮跡 ・藤原宮跡保存運動と難波宮

路保存運勁を取り上げました．ここで浮かび上

がった論点を思いつくままにあげると．①発掘

成果や遺節についての理格の深まりと保存運動

の進展との結びつき、② r月の綸J以来の多様
な人脈がその後の運動や組織を支えていく実店．

③保存運動への住民の参加、あるいは地元の教

貝などの役割．それと関わって専門研究者の役

割、それら各々の瓜灰性．④住民の生話 ・文化

に対する要求のあり方と文化財保存との関係を

いかに創造的に結びつけるか、がかなり早い段

階から楳点となり自覧．実践されていること、

⑤④との関係で文化財と史料の関係についての

認虞の深まり、⑥保存運動と、歴史切代も含め

た考古学の発展が歴史学全体における史料認微

や地域史の方法論に影響を与え．地域の自然的

環税や多様な文化財を全体として認識し、その

保存の重要性が自党されていくこと．などがあ

ります．このうち例えば③については．具体的

には、 1960年代後半の第二次平城宮跡保存運動

の頃から、地元住民の自発的な文化財保存への

取り組みが活売化し｀また1111発や生活向上への

住民の要求と文化財保存との関係をどう位磁づ

けていくか．が保存運勤の瓜要な媒点になっ

てくること．またその過程で文化財を保存し活

用していく主体とはやはり住民目gであり国民
自井であるという認袋の深化などが見られたこ

となどが凪要と思われます．なお、 1970年前後

の飛民保存問迫に公徴される日本政府の政策転

換とその要因をどのようなものとして理解する

か、なども議論されました．そのほか⑤につい

ては内容は省きますが、黒田氏の文化財と史料

との関保についての横論が注目されまず．

アトランダムに紹介しました．まだまだわか

らないことの方が多いのですが、それなりに瓜

灰と思える論点が確認されつつあります．なお、

以上の譲論の中では．今後の進め方について．

学習会の中で．史料ネットの活動そのものに関

わる事実関係や運動経過の検討．それをめぐっ

ての討綸もしていってはどうか．という提案も

出されました．今後｀積極的に取り組んで行き

たいと考えています．

当面．第 4回の烈田俊雄氏のテキストについ

ての議論が不十分でしたので次回は．1970年代

に、主として中世史家の間で出された文化財保

存と史料学．地域史をめぐる議論について検討

する予定です．内容は以下の通り．

□第5回 （予定） 1998年4月2日(*)PM6:00~ 
大阪市中央公会堂（中之島）

文化財保存と史料学・地域史との関係をめく9

って

報告者：町田哲氏

Tex I ;戸田芳実 r文化財保存と歴史学」

（『岩波講座日本歴史25（別巻2)』1916年）

※前回のTexI黒田 f証甘Jおよび河音能平

r歴史科学運動と史科学の課題J (I 974年、問
r世界史のなかの日本中世文裕』文理閣．1996
年所収）も参照のこと

現在までのところ、学習会は史料ネットの運

営委員や大阪歴科協の若手などが参加していま

すが、関心のある方はぜひお声をおかけ下さい。

（文 責• 佐賀朝、連絡先0727-53-3354)
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•文叩噴醗
坂江 渉 r敏売渭と古代の神戸 ー地這史研究の一視角ー」 『文化学年紺』 11号
1998年 :lII ~l• i"りk. ，r 大 9"/：院文化 ’F研究会

神戸史翠会i歴史と神戸l第37巻繁 1号 （通を106号） 199891;2)1 
1特集 巌神・淡椅大震災から3年1

又価 4 2 0 PヲI!

年 m II膏醗（年6日発行、 年会賣 2千円）も丑そイ寸⇒コ！！
（凱読 111 込みは、〒 657-0845 神戸市灘区柑段中町 3- 1 -◄ 田中印刷内

神戸史学会 TEL078-811-0555 まで）

くおもな掲載内容＞

有井 某 三年目の（冬）

（座 菜 会） 阪沖 ・淡路大溢災と歴史学の諜坦

中子裕干

丘あつし

内田俊秀

小山に示

虞野 修

出席者 liij尾 圭造（芦屈市立災術博物団学芸貝）

内田 俊秀（京祁造形芸術大学教授）

央村 弘（神戸大学文学部肋教授、史料ネット代表幹事）

佐賀 朝（I贔西大学文学部非常勤I鼻師、史料ネット運営委貝）

佐々木和子 (2I世紀ひょうご創造協会嘱託）

高木 伸夫（神戸史学会委只）

呉野 修（神戸史学会委貝）

和田 正宜（宝塚111在住）

司会 大国 正美（神戸史学会委旦、史料ネット運営委貝）

摂油国兎原郡森村藤本家文帯について 一近世水利 史料の紹介一

盆災後の今

神戸 「ル．ミナリエ」

本土空腹は侵略の鮎果である

（牙近な史踏 ・10〉澄八幡神社国勢潤査記念の石坦苑 ほか

-- 「歴史と神戸l特集号発行I：寄せて 神戸史学会 高木伸夫

阪神 ・淡路大裟災から三年が経過した．歴史学を学ぶ私たちはこのll11.時代が要訊す

る諸課題を其摯1こ受け止め． 自らの研究に生かしきれているだろうか．

在野の地方史研究団体である神戸史学会は汲災直後．代表の落合爪付さんを亡くし、

涅乱の中でともかくも機関誌『歴史と神戸』を発行し続け、 一方では神戸を中心とする

史蹄 ・文化財の被災状況dll査に取り組むが． 史料ネ ット などの被災歴史沢科の救出 ・保

全及び状況調査活動と連携する 出が多くあった．

祖災後三年を振り返って、諸活動の総括と今後の諜坦を共通のものにする5!1期に来て

いるのではないか。 こうい ったJUI遁意棠から神戸史学会では 、史料ネッ ト ・文化財 レス

キュー靱など歴史只料 ・文化財の救出 ・保全1舌動を展開した諸扱Ill!・団体から 6名をお

招き して「阪神・淡路大須災と歴史学の課坦Jというテーマで辰淡会 を持った．

この屈以会では各団体の活動概要が話され．救出された，切史料の保全状況・懐理の進

捗度もり1らかにされている． f(数の限度もあって．討品の 一部をれいた部分はあるが．

概ねな見は生かさ れている．

ところで これまでは．地域の歴史資料の (.f(f.や内容が．自泊体史のはさんや研究1:;[l
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りの研元のための火H収集な どを通じて研究のレベルで191らかにされることはあっても ．

その成公の地域への！し体的な辺Jt1こまでは．駁を向けることがでさなかった．頌災とい

”"応な央桟ではあるが、地域の歴史 nt：いを 9公令し ． 地域(/),liL~ とともに栢火をりl らか
にしようという新しい少心が1liてきたこ とは． （199fの｝、1.41から、rっても＃Itしいことと
そえる．

しかし．＼’il'’1研究 Kと地域9J:lし（ IヽiL~) が 一 これは（f．野の歴史愛好・米と 、．i ってもよい

が一どう協）Iすべきかも、改めて与えるII切りに米ているのではないだろうか．例入If..

史料ネットはIJ!IP.!iの歴史研究学会の関係廿らが巾心になって設立されたが．神戸史学会
は入っていない。仮に参加したとしても ．恐らくは大した活動は出米なかったであろう

が、ここに {E野の閑史団体とともに店動するという慈気込みはなかったのであろうか．

歴史R料の保全 ・公開には ．伍野の研究団体 ・市民も煕l月心ではないからである．

•イペント情報

忌災復典歴史と文化を考えるシンポジウム（第 8回）

明石城の歴史的意義をメ インに． IJ/1石の歴史的閃現と

文化逍殺の保存 ・活用を考える

講演 村田修
（大阪大学文学部教授）

［明石絨IJ)f縄福りjと廿本の屈下訂j

氏

パネルディスカッション
バネラー 村田修三氏 （大阪大学文学部教授）

中野直行氏 （兵庫県教百委貝会）

山下俊郎氏（明石市教育委貝会）

4月 I2日 (8) 13:00~li:OO 

明石サンピア（入場無料：資料代実費）

明石市相生町 2-9-20 JR明石駅下車 蛋束へ徒歩 I0分

主 催 ：歴史R料ネッ トワーク ・明石サンビア
共 催 ；明石市文化財潤査団 ・神戸新聞社

後 援 ： 明石市教育委貝会•関西城郭研究会

時

所
日

場

橘 Ill •真一 氏 （明石市文化財潤査E!1)

奥村 弘氏（史料ネット代表幹平）

問い合わせは歴史沢科ネットワ ークまで． TEL0 18•881-1212 （内ぬ 4019)

史料ネット

紺火 ・充行

NEWS LETTER No. l 2 1998.3.31（火）

閑史只糾ネットワ ーク 〒 651-8501 神戸 iti湿区 i•OP 台町 1-1

神戸大学文9tiilliり TEL. 078-881-1?l?（内線・1019)

FAX.018-803-0~86 c-aail yfujiiallit.kobc-u.ac.io. 
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